
出
典

列
子

　
八
編
。
戦
国
時
代
の
思
想
家
、
列
禦
寇
（
列
子
）
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

魏
晋
時
代
の
偽
作
と
も
い
わ
れ
る
。
現
在
の
「
列
子
」
は
、
列
禦
寇
と
そ
の

門
人
や
後
学
者
が
次
第
に
増
補
し
た
も
の
を
、
前
漢
末
期
に
劉
り
ゅ
う

向き
ょ
うが

校
定
し
、

さ
ら
に
東
晋
時
代
に
張
ち
ょ
う

湛た
ん

が
補
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
目
は
、
天
瑞
・
黄こ

う

帝て
い

・
周
穆ぼ

く

王お
う

・
仲

ち
ゅ
う

尼じ

・
湯と

う

問も
ん

・
力り

き

命め
い

・
楊よ

う

朱し
ゅ

・
説せ

っ

符ぷ

か
ら
成
る
が
、
中
心
思

想
は
天
瑞
と
黄
帝
の
二
編
に
見
ら
れ
、「
老
子
」
の
学
説
を
受
け
継
い
で
い

る
。
文
章
は
「
荘
子
」
に
並
び
称
さ
れ
る
。
そ
の
思
想
は
寓
言
を
も
っ
て
語

ら
れ
、
そ
の
中
に
は
「
愚
公
山
を
移
す
」「
疑
心
暗
鬼
を
生
ず
」「
多
岐
亡

羊
」「
杞
憂
」
な
ど
、
有
名
な
も
の
が
多
い
。
唐
代
に
な
る
と
、「
老
子
」

「
荘
子
」
と
共
に
尊
重
さ
れ
、
道
教
の
根
本
経
典
と
し
て
「
沖
虚
至
徳
真
経
」

と
称
さ
れ
た
。
本
文
は
「
黄
帝
第
二
」
か
ら
と
っ
た
。
本
教
科
書
は
、
明
治

書
院
「
新
釈
漢
文
大
系
　
列
子
」（
小
林
信
明
著
）
に
よ
っ
た
。

作
者

列
禦
寇

　
生
没
年
未
詳
。「
列
子
」
の
著
者
と
目
さ
れ
て
い
る
戦
国
時
代
の
思
想
家
。

鄭
国
の
人
。「
史
記
」
に
は
伝
記
が
な
い
。
前
四
〇
〇
年
頃
の
人
と
い
う
説

も
あ
る
が
、
そ
の
存
在
を
疑
う
人
も
あ
る
。「
荘
子
」
に
は
列
禦
寇
編
が
あ

る
ほ
か
、
内
編
お
よ
び
外
編
の
比
較
的
古
い
と
さ
れ
る
編
中
に
も
そ
の
名
が

散
見
す
る
。「
列
子
」
天て
ん

瑞ず
い

編
に
は
、
そ
の
人
と
な
り
は
恬
淡
無
欲
、
超
然

と
し
て
乱
世
に
身
を
隠
し
生
死
を
一
に
し
無
差
別
の
境
地
に
入
っ
た
と
あ
る
。

そ
の
思
想
の
特
色
は
道
家
思
想
に
基
づ
き
、
処
世
観
と
し
て
「
虚
を
貴
ぶ
」

（「
尸し

子し

」）
こ
と
を
中
心
に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
本
質
は
、「
智
巧
を
離

れ
、
是
非
利
害
の
念
を
離
れ
る
」
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
唐
の
玄
宗
は
、
そ

の
徳
を
讃
え
て
「
沖
ち
ゅ
う

虚き
ょ

真し
ん

人じ
ん

」
と
諡

お
く
り
なし
た
。
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参
考
文
献

教
師
用 �

「
列
子
」（
新
釈
漢
文
大
系
）
小
林
信
明�

明
治
書
院
　
昭
四
十
二

「
列
子
」（
中
国
古
典
新
書
）
穴
沢
辰
雄�

明
徳
出
版
社
　
昭
四
十
四

「
列
子　

上
・
下
」（
岩
波
文
庫
）
小
林
勝
人�

昭
六
十
二

「
列
子
」（
東
洋
文
庫
）
福
永
光
司�

平
凡
社
　
平
三

生
徒
用 �

「
列
子　

上
・
下
」（
岩
波
文
庫
）
小
林
勝
人�

昭
六
十
二 

「
漢
文
力
」（
中
公
文
庫
）
加
藤
徹�

平
十
九

要
旨

　
宋
の
国
に
「
狙
公
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
い
た
。
猿
を
多
く
飼
っ
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
食
糧
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、「
狙
公
」
は
猿
た
ち
に
食
糧
の
数
を

減
ら
す
提
案
を
受
け
入
れ
さ
せ
よ
う
と
言
葉
巧
み
に
だ
ま
し
、
結
果
そ
れ
を
承
諾
さ
せ
た
。

構
成

全
文
一
段
落
。

図
版
解
説

〈
群
猿
図
〉

　
兵
庫
県
香
美
町
大
乗
寺
蔵
。
江
戸
時
代
後
期
。
長
沢
蘆
雪
筆
。
長
沢

蘆
雪
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師
で
、
円
山
応
挙
に
師
事
し
た
。
芦
雪
独
特

の
大
胆
な
構
図
や
筆
の
勢
い
に
ま
か
せ
た
描
き
方
は
、
応
挙
門
下
の
中

で
も
特
異
で
、
奇
想
の
絵
師
、
応
挙
門
下
の
異
才
な
ど
と
称
さ
れ
る
。

本
作
品
は
、
八
面
の
襖
絵
で
、
紙
本
淡
彩
の
技
法
で
描
か
れ
て
い
る
。

�

⇒
Ｐ
129

〔
参
考
〕
大
乗
寺
円
山
派
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

http://m
useum

.daijyoji.or.jp/02kyaku/02kai/02_01_11k.htm
l
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①
宋そ

う

に
狙そ

公こ
う

と
い
ふ
者も

の

有あ

り
。
②
狙さ

る

を
愛あ

い

し
、

之こ
れ

を
養や

し
なひ

て
群む

れ
を
成な

す
。
③
能よ

く
狙さ

る

の
意い

を

解か
い

し
、
狙さ

る

も
亦ま

た

公こ
う

の
心こ

こ
ろを

得え

た
り
。
④
其そ

の
家か

口こ
う

を
損へ

ら

し
て
、
狙さ

る

の
欲よ

く

を
充み

た
せ
り
。
⑤
俄に

は

か

に
し
て
匱と
ぼ

し
。
⑥
将ま

さ

に
其そ

の
食し

よ
くを

限か
ぎ

ら
ん
と
す
。

⑦
衆し
ゆ

狙う
そ

の
己お

の
れに

馴な

れ
ざ
る
を
恐お

そ

る
る
や
、
先ま

づ

之こ
れ

を
誑あ

ざ
むき

て
曰い

は
く
、「
若な

ん
ぢに

芧し
よ

を
与あ

た

ふ
る
に
、

朝あ
し
たに

三さ
ん

に
し
て
暮く

れ
に
四し

に
せ
ん
。
足た

る
か
。」

と
。
⑧
衆し
ゆ
う狙そ

皆み
な

起た

ち
て
怒い

か

る
。
⑨
俄に

は

か
に
し
て

曰い

は
く
、「
若な

ん
ぢに
芧し

よ

を
与あ

た

ふ
る
に
、
朝あ

し
たに
四し

に

し
て
暮く

れ
に
三さ

ん

に
せ
ん
。
足た

る
か
。」
と
。
⑩

衆し
ゆ
う狙そ

皆み
な

伏ふ

し
て
喜よ

ろ
こぶ

。

①
宋
の
国
に
「
狙
公
」
と
呼
ば
れ
る
者
が
い
た
。
②
猿
を
か
わ
い
が
り
、
飼
っ
て
い
る
猿
が
群
れ
を

な
し
て
い
た
。
③
（「
狙
公
」
は
）
猿
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
猿
も
ま
た
「
狙
公
」

の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
④
（「
狙
公
」
は
）
家
族
の
食
糧
を
減
ら
し
て
（
ま
で
も
）、
猿

の
食
欲
を
満
た
し
た
。
⑤
ま
も
な
く
し
て
（
食
糧
が
）
少
な
く
な
っ
た
。
⑥
（
そ
こ
で
、）
猿
の
え

さ
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
⑦
（
だ
が
、）
猿
の
群
れ
が
自
分
に
懐
か
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
、

ま
ず
猿
を
だ
ま
し
て
言
っ
た
、「
お
前
た
ち
に
ど
ん
ぐ
り
の
実
を
や
る
の
に
、
朝
に
三
つ
で
暮
れ
に

四
つ
に
し
た
い
。
足
り
る
か
。」
と
。
⑧
（
す
る
と
、）
猿
の
群
れ
は
皆
立
ち
上
が
っ
て
（
少
な
い
と

言
っ
て
）
怒
っ
た
。
⑨
ま
も
な
く
し
て
言
っ
た
、「
お
前
た
ち
に
ど
ん
ぐ
り
の
実
を
や
る
の
に
、
朝

に
四
つ
で
暮
れ
に
三
つ
に
し
た
い
。
足
り
る
か
。」
と
。
⑩
猿
た
ち
は
皆
腹
ば
い
に
な
っ
て
喜
ん
だ
。

訓
読
と
現
代
語
訳

❶��

「
訓
読
の
世
界
」（
Ｐ
一
一
七
～
Ｐ
一
二
三
）
を
踏
ま
え
、
各
自
で
音
読
し
、

読
む
順
番
の
分
か
ら
な
い
箇
所
、
読
め
な
い
漢
字
を
確
認
す
る
。

　
　
次
に
ペ
ア
で
音
読
し
合
い
、「
レ
点
」「
一
・
二
点
」「
一レ
点
」
の
用
法

や
、
置
き
字
の
「
而
」「
焉
」「
於
」
を
音
読
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
そ
の
後
範
読
で
正
し
い
訓
読
を
確
認
し
、
ペ
ア
ま
た
は
各
自
で
繰
り
返

し
音
読
す
る
こ
と
で
漢
文
の
口
調
に
慣
れ
さ
せ
る
。「
能
」「
亦
」「
俄
而
」

展
開

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

返
り
点
に
従
い
、
本
文
を
自
分
で
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❷�

書
き
下
し
文
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

❸�

脚
注
を
参
照
し
て
現
代
語
訳
し
、
疑
問
点
を
指
摘
す
る
。

❹
再
読
文
字
の
用
法
を
確
認
す
る
。

知
技
⑵
ウ

知
技
⑵
ウ
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「
将
限
」「
足
乎
」
の
読
み
に
注
意
す
る
。

　
　
大
体
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
指
名
読
み
や
一
斉
読
み
で
定
着
を
図
る
。

❷��
「
書
き
下
し
文
の
ま
と
め
」（
Ｐ
一
二
三
）
を
参
照
し
、「
不
」「
之
」「
也
」

「
乎
」
を
平
仮
名
で
書
き
下
す
こ
と
、
置
き
字
の
「
而
」「
焉
」「
於
」
は

書
き
下
し
文
に
は
書
か
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
書
き
下
し
文
の
作
成
は
あ
く
ま
で
も
初
学
の
段
階
で
の
訓
読
の
補
助
・

活
用
や
接
続
を
確
認
す
る
手
段
で
あ
り
、
書
き
下
す
こ
と
が
目
的
で
は
な

い
こ
と
を
伝
え
る
と
よ
い
。

《
板
書
例
》

　
能ク

解シ
二
狙
之
意ヲ
一、
狙モ

亦
得タ

リ二
公
之
心ヲ
一。

　
能
く
狙
の
意
を
解
し
、
狙
も
亦
公
の
心
を
得
た
り
。

　
俄カ
ニ
シ
テ

　 

而
匱シ

焉
。

　
俄
か
に
し
て
匱
し
。

　
将ニ
レ
限ラ

ン
ト二 

其ノ

食ヲ
一。

　
将
に
其
の
食
を
限
ら
ん
と
す
。

　
恐ル
ル二
衆
狙
之
不ル

ヲ一レ
馴レ
二
於
己ニ
一
也
、

　
衆
狙
の
己
に
馴
れ
ざ
る
を
恐
る
る
や
、

1
5

2
3
4

6
7
11

8
9
10

1

×
2
×

5 1

4

2
3

7

1
2
3
6

5

×
4

8

　
朝ニ

三ニ
シ
テ　

而
暮レ

ニ

 

四ニ
セ
ン。
足ル

乎ト

。」

　
朝
に
三
に
し
て
暮
れ
に
四
に
せ
ん
。
足
る
か
。」
と
。

【
評
価
】
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
書
き
下
し
文
を
確
認
し
、
漢
文
を
読
む
た
め

に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❸��

全
文
を
現
代
語
訳
し
て
も
よ
い
し
、
書
き
下
し
の
板
書
例
を
挙
げ
た
部
分

な
ど
一
部
分
を
指
定
し
て
現
代
語
訳
（
残
り
は
現
代
語
訳
を
配
付
）
し
て

も
よ
い
。

　
　
脚
注
を
用
い
て
逐
語
訳
を
し
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
漢
字
は
辞
書
を
引

く
。
本
文
中
の
重
要
単
語
は
巻
末
の
「
漢
文
の
重
要
単
語
」（
Ｐ
三
三

五
・
三
三
六
）
を
参
照
す
る
。

　
　
現
代
語
訳
も
書
き
下
し
と
同
様
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
手
段
で
あ
り
、

現
代
語
訳
す
る
こ
と
が
漢
文
読
解
の
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
現
代
語
訳
を
通
じ
て
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
登
場
人
物
の
関
係
や
行

動
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
疑
問
を
挙
げ
て
み
る
。

❹
再
読
文
字
を
二
度
訓
読
す
る
理
由
、
訓
読
・
書
き
下
し
上
の
決
ま
り
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

1
2

×
3
4

1
2
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ま
と
め

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
狙
公
」「
衆
狙
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
主
眼
を
置
き
、
こ
の
寓
話
が

伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
る
。

〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
〕

❷�

二
つ
の
漢
数
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
四
字
熟
語
を
探
す
。

　

 

〔「
言
葉
と
表
現
」
1
〕

❸
「
朝
三
暮
四
」
の
意
味
を
調
べ
る
。�

〔「
言
葉
と
表
現
」
2
〕

❹�

❶
を
踏
ま
え
て
身
近
な
例
を
探
す
。　
　
　
　
主
態  

〔「
言
語
活
動
」

1
〕

知
技
⑴
エ
、
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

知
技
⑴
ウ

知
技
⑵
エ

❶��

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

　
　
漢
文
の
窓
①
を
参
照
し
、「
寓
話
」
と
い
う
も
の
の
特
徴
に
つ
い
て
把

握
さ
せ
る
。
こ
こ
は
、
寓
話
の
解
釈
に
多
様
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
気

づ
か
せ
る
た
め
の
問
い
。「
狙
公
」
と
「
衆
狙
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
主
眼
を

置
い
た
場
合
で
寓
話
の
解
釈
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
ま

ず
、
寓
話
の
あ
ら
す
じ
を
、「
狙
公
」
と
猿
た
ち
と
の
や
り
取
り
か
ら
、

丁
寧
に
ま
と
め
る
。
そ
の
上
で
、「
狙
公
」
に
主
眼
を
置
い
た
場
合
と

「
衆
狙
」
に
主
眼
を
置
い
た
場
合
の
二
つ
か
ら
、
こ
の
寓
話
の
解
釈
を
考

え
る
。

【
評
価
】「
狙
公
」「
衆
狙
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
主
眼
を
置
き
、
こ
の
寓
話

が
伝
え
た
い
こ
と
を
本
文
に
即
し
て
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や

提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❷
資
料
集
・
漢
和
辞
典
で
調
べ
さ
せ
る
。

　
　「
言
葉
と
表
現
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

❸
漢
和
辞
典
・
国
語
事
典
で
調
べ
さ
せ
る
。
漢
文
の
窓
②
の
新
聞
記
事
を
参

照
し
、「
朝
三
暮
四
の
経
済
政
策
」
と
い
う
題
名
か
ら
ど
の
よ
う
な
記
事

の
内
容
を
思
い
浮
か
べ
る
か
、
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。

　
　「
言
葉
と
表
現
」
2
の
解
答
例
を
参
照
。

【
評
価
】「
朝
三
暮
四
」
の
意
味
を
調
べ
、
新
聞
記
事
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
確
認
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❹
寓
話
の
登
場
人
物
の
特
徴
を
理
解
し
、
生
徒
の
身
近
な
環
境
で
、
生
徒
自

身
が
だ
ま
す
側
・
だ
ま
さ
れ
る
側
と
な
る
場
面
や
、
他
人
が
だ
ま
す
側
・

だ
ま
さ
れ
る
側
と
な
る
場
面
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
。

　
　「
言
語
活
動
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

【
評
価
】
故
事
成
語
「
朝
三
暮
四
」
の
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
理
解
し
、

身
近
な
「
朝
三
暮
四
」
の
例
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
行
動
を
点
検

し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
確
認
し
た
り
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の

記
述
を
分
析
し
た
り
す
る
。
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発
問
例

●
一
二
八
ペ
ー
ジ

「
狙
公
」
が
猿
た
ち
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
の
は
、
ど
の
箇
所
か
。

「
損
二
其
家
口
一
充
二
狙
之
欲
一
」「
恐
二
衆
狙
之
不
一レ

馴
二
於
己
一
也
」

「
狙
之
欲
」（
3
行
目
）
の
「
欲
」
と
は
具
体
的
に

は
何
の
こ
と
か
。

食
欲
。

直
前
に
「
損
二
其
家
口
一
（
家
族
の
食
糧
を
減
ら

し
て
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
。

「
恐
二
衆
狙
之
不
一レ
馴
二
於
己
一
也
」（
4
行
目
）
に

つ
い
て
、
⑴
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。
⑵
「
恐
」
と

あ
る
が
、
誰
が
何
を
「
恐
」
れ
た
の
か
、
説
明
せ

よ
。

⑴
衆
狙
の
己
に
馴
れ
ざ
る
を
恐
る
る
や
、
⑵
「
狙

公
」
が
、
猿
た
ち
が
自
分
に
懐
か
な
く
な
る
こ
と

を
恐
れ
た
。

「
衆
狙
之
不ル
レ
馴レ
二
於
己ニ
一
也
」
に
着
目
さ
せ
る
。

「
与
二
若
芧
一
」（
5
行
目
）
を
「
於
」
を
用
い
て

書
き
換
え
よ
。

与
二
芧
於
若
一
。

Ｐ
一
二
〇
の
置
き
字
の
働
き
を
参
照
す
る
。
英
語

の
第
四
文
型
の
書
き
換
え
を
想
起
す
る
と
分
か
り

や
す
い
。（give IO

 D
O

→give D
O
 to IO

）

猿
た
ち
は
、
な
ぜ
「
朝
三
而
暮
四
」（
6
行
目
）

問答問答補問答補問答補問

語
句
の
研
究

●
一
二
八
ペ
ー
ジ

2
宋
　
春
秋
戦
国
時
代
の
国
名
。
現
在
の
河
南
省
商

丘
県
に
あ
っ
た
。
殷
の
宗
族
・
微
子
啓
（
殷
の
紂

王
の
異
母
兄
）
が
封
ぜ
ら
れ
、
殷
の
遺
民
を
統
治

し
た
と
い
う
。
先
秦
の
文
献
に
見
え
る
笑
い
話
に

は
、
愚
か
な
人
物
と
し
て
宋
人
が
多
く
登
場
す
る

と
い
わ
れ
る
。（「
助
長
」「
宋
襄
の
仁
」「
守
株
」

「
不
亀
手
の
薬
」
な
ど
。）
前
二
八
六
年
に
斉
・

楚
・
魏
の
三
国
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

2
狙
公
　
猿
飼
い
に
付
け
た
名
。
猿
飼
い
の
親
方
。

実
在
の
人
物
で
は
な
く
『
列
子
』
の
作
り
上
げ
た

架
空
の
職
業
的
人
物
で
あ
ろ
う
。
一
説
に
、
個
人

名
と
す
る
。「
狙
」
は
猿
。「
公
」
は
祖
父
・
父
・

長
老
・
年
長
者
に
対
す
る
尊
称
。

2
愛
　
か
わ
い
が
る
、
大
切
に
す
る
、
の
意
。「
寵

愛
・
愛
児
」。
他
に
好
む
（「
愛
飲
・
愛
唱
」）
の

意
も
あ
る
。

2
養
レ
之
　
猿
を
飼
う
。「
養
」
は
「
飼
う
」。「
之
」

は
動
詞
の
後
に
あ
る
場
合
は
「
こ
れ
」
と
読
む
代

名
詞
。
こ
こ
で
は
猿
を
指
す
。

2
能
　
～
で
き
る
。「
よ
ク
」
と
訓
読
す
る
副
詞
。

「
不
能
～
」
の
場
合
は
「
あ
た
ハ
ず
」
と
訓
読
す

る
。

2
狙
之
意
　
猿
の
気
持
ち
。「
之
」
は
名
詞
の
後
に

あ
る
場
合
は
「
の
」
と
読
む
助
詞
。
こ
こ
で
は

「
狙
」（
連
体
修
飾
語
）
と
「
意
」（
被
修
飾
語
）

の
間
に
置
か
れ
て
、
修
飾
の
関
係
（
～
の
）
を
表

し
て
い
る
。

3
得
二
公
之
心
一
　「
狙
公
」
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。「
能
得
二
公
之
心
一
」
の
略
。
前
句
と

対
句
。「
得
」
は
知
る
。「
亦
」
は
「
～
も
ま
た
」

と
い
う
同
等
の
意
で
と
ら
え
る
。
猿
の
方
に
も

「
狙
公
」
の
猿
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
気
持
ち
が

通
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

3
損
二
其
家
口
一
　
家
族
の
食
糧
を
減
ら
す
。「
狙

公
」
が
、
自
分
の
家
族
の
食
い
ぶ
ち
を
減
ら
し
た

こ
と
を
指
す
。「
損
」
は
減
ら
す
。「
減
損
」。「
家

口
」
は
、
家
族
の
人
数
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
家

族
の
食
糧
と
し
た
。

3
充
二
狙
之
欲
一
　
猿
た
ち
の
食
欲
を
満
た
す
。「
狙

公
」
が
、
猿
が
飢
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。「
充
」
は
満
た
す
。
い
っ
ぱ
い

に
す
る
。「
欲
」
は
食
欲
。

3
俄
而
　
ま
も
な
く
し
て
、
の
意
。
一
説
に
、
突
然

に
・
急
に
、
の
意
と
す
る
。「
俄
」
は
「
に
は
カ

ニ
」
と
訓
読
し
て
や
が
て
・
ま
も
な
く
の
意
。
他

に
「
に
は
カ
ニ
」
と
読
む
漢
字
と
し
て
、「
遽
」

（
あ
わ
て
急
い
で
）、「
驟
」（
急
に
早
足
で
や
っ
て
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で
怒
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。

「
狙
公
」
が
朝
食
前
に
こ
の
話
を
持
ち
か
け
た
の

で
、
猿
た
ち
は
目
前
の
朝
食
の
量
だ
け
に
気
持
ち

が
集
中
し
、
そ
の
量
が
少
な
い
と
怒
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

◉
衆
狙
が
喜
ん
だ
（
7
行
目
）
の
は
、
な
ぜ
か
。

猿
た
ち
は
、
信
頼
し
て
い
る
「
狙
公
」
に
朝
食
前

に
「
朝
三
而
暮
四
」
と
提
案
さ
れ
て
怒
る
が
、
ま

も
な
く
「
朝
四
而
暮
三
」
と
再
提
案
さ
れ
る
と
、

「
朝
三
」
か
ら
「
朝
四
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
食
糧
の
数
が
多
く
も
ら
え
る
と
勘
違
い
し

（
思
い
込
み
）、
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
狙
公
」
は
、
ど
の
よ
う
な
話
術
で
だ
ま
そ
う
と

し
た
か
。

「
狙
公
」
は
、
食
糧
の
全
体
数
を
減
ら
す
こ
と
を

猿
た
ち
に
承
諾
さ
せ
よ
う
と
、
交
渉
す
る
。
そ
の

時
に
用
い
た
、
だ
ま
し
の
話
術
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）

は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
人
に
は
目
の
前
の
利

益
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
心
理
が
そ
の
根

底
に
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
②
朝
食
前
に
「
朝

三
而
暮
四
」
と
提
案
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
猿

た
ち
は
朝
食
の
数
量
だ
け
に
気
持
ち
が
集
中
し
ま

う
。
そ
の
上
で
、
③
「
朝
三
而
暮
四
」
を
「
朝
四

而
暮
三
」
と
修
正
し
た
案
を
出
し
、
全
体
の
数
は

変
わ
ら
な
い
の
に
朝
食
の
数
の
変
化
だ
け
に
よ
っ

て
（
実
質
の
数
、
七
は
変
わ
ら
な
い
案
）、
い
か

に
も
「
朝
四
」
の
方
が
食
糧
の
数
が
増
え
た
か
の

答問答問答

く
る
。「
驟
雨
」）、「
卒
」（
思
い
が
け
な
く
突
然

に
）
な
ど
が
あ
る
。

4
匱
焉
　
食
糧
が
少
な
く
な
る
、
ま
た
は
、
経
済
的

に
乏
し
く
な
る
の
意
。
一
説
に
、「
匱
」
は
「
饑
」

と
同
じ
で
、
凶
作
。
ど
ん
ぐ
り
の
実
が
少
な
い
状

態
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
実
が
凶
作
に

よ
っ
て
欠
乏
す
る
と
す
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
ど

ん
ぐ
り
の
実
が
手
に
入
り
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
に

は
変
わ
り
が
な
い
。「
焉
」
は
、
断
定
の
意
を
表

す
置
き
字
（
終
尾
詞
）
と
し
た
が
、「
匱シ
レ
焉こ

れ
ニ」

と
訓
読
し
、
猿
の
え
さ
が
少
な
く
な
っ
た
、
と
し

て
も
よ
い
。

4
将
レ
限
二
其
食
一
　
猿
た
ち
の
食
い
ぶ
ち
（
ど
ん
ぐ

り
の
数
）
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。「
将
」
は
、

「
こ
れ
か
ら
～
し
よ
う
と
す
る
」。
現
在
は
ま
だ
そ

の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
近
く
こ
れ
か
ら

起
こ
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
表
す
再
読
文
字
。（「
句

法
」
参
照
。）「
限
」
は
制
限
す
る
。

4
恐
　
心
配
す
る
。
気
遣
う
。
ま
だ
起
こ
ら
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
お
そ
れ
る
。
疑
い
・
気
遣
い
・
あ

や
ぶ
み
思
案
す
る
気
持
ち
を
含
む
。
他
に
「
お
そ

ル
」
と
読
む
漢
字
と
し
て
、「
怖
」（
び
く
び
く
す

る
。
怖
が
る
。）、「
畏
」（
お
そ
れ
か
し
こ
ま
る
。）、

「
懼
」（
用
心
し
つ
つ
疑
い
懼
れ
る
。）、「
慄
」（
ぞ

っ
と
し
て
震
え
る
。）
な
ど
が
あ
る
。

4
之
　
名
詞
句
の
中
の
主
語
と
述
語
の
間
に
置
か
れ

る
助
字
。
こ
こ
で
は
「
衆
狙
」（
主
語
）
と

「
不
一レ
馴
二
於
己
一
」（
述
語
）
の
間
に
置
か
れ
、

全
体
と
し
て
「
恐
」
の
目
的
語
と
な
る
名
詞
句
を

形
成
し
て
い
る
。

4
不
一レ
馴
二
於
己
一
　
自
分
に
懐
か
な
く
な
る
。

「
馴
」
は
、（
動
物
が
人
に
対
し
て
）
懐
く
。
従
い

な
れ
る
。
言
う
こ
と
を
き
く
。「
従
順
」
の
「
順
」

と
同
じ
。「
し
た
が
フ
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。

4
也
　
文
中
で
「
や
」
と
読
む
場
合
、
強
調
を
表
す

助
字
。
文
末
で
「
な
り
」
と
読
む
場
合
は
、
断
定

を
表
す
助
字
。

5
誑
　
だ
ま
す
。
た
ぶ
ら
か
す
。

5
若
　
お
前
た
ち
。「
汝
」
と
同
じ
く
対
等
か
目
下

に
対
し
て
用
い
る
二
人
称
の
代
名
詞
。

5
芧
　
ど
ん
ぐ
り
の
実
。
一
説
に
、
と
ち
の
実
・
栗

と
す
る
。

5
朝
三
而
暮
四
　
朝
は
三
つ
で
暮
れ
に
四
つ
に
し
た

い
。
ど
ん
ぐ
り
の
実
を
朝
食
用
に
三
つ
夕
食
用
に

四
つ
与
え
よ
う
。
会
話
の
中
な
の
で
、
省
略
さ
れ

た
主
語
は
会
話
の
主
体
で
あ
る
「
狙
公
」。
述
語

の
「
三
」「
四
」
は
名
詞
で
は
な
く
、
餌
を
「
三

つ
に
す
る
」「
四
つ
に
す
る
」
と
い
う
動
詞
と
し

て
訓
読
し
て
い
る
。「
朝
」「
暮
」
は
動
詞
を
修
飾

し
て
い
る
の
で
副
詞
。
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よ
う
に
見
せ
か
け
（
数
字
の
ト
リ
ッ
ク
）、
猿
た

ち
を
だ
ま
す
の
で
あ
る
。

　
本
文
を
吟
味
す
れ
ば
、
だ
ま
さ
れ
た
筋
立
て
を

理
解
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
人
に
は
目
の
前
の
利
益
に
手
を
出
し
て
し

ま
う
と
い
う
心
理
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
い
っ
て

も
、
本
当
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
（
数
字
の
入
れ
替

え
）
で
だ
ま
さ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
よ

う
。
そ
こ
で
、
話
し
合
い
の
中
で
そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
論
争
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
加
藤

徹
は
「
本
質
的
に
同
じ
こ
と
で
も
、
生
起
す
る
順

番
を
変
え
る
だ
け
で
、
印
象
は
が
ら
り
と
変
わ
る
。

こ
こ
に
人
間
の
思
考
力
の
限
界
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ぬ
。
事
柄
が
生
起
す
る
順
番
を
逆
に
す
る
と
が

補

6
起
而
怒
　
猿
た
ち
は
皆
立
ち
上
が
っ
て
怒
っ
た
。

立
ち
上
が
っ
て
少
な
い
と
言
っ
て
怒
っ
た
の
で
あ

る
。
狙
公
は
朝
食
前
に
こ
の
話
を
持
ち
か
け
た
の

で
、
猿
た
ち
は
目
前
の
朝
食
の
量
が
少
な
い
の
で

怒
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

6
朝
四
而
暮
三
　
朝
は
四
つ
で
暮
れ
は
三
つ
に
し
た

い
。

7
伏
而
喜
　
腹
ば
い
に
な
っ
て
喜
ん
だ
。「
伏
」
は

腹
ば
い
に
な
る
。
腹
を
地
面
に
付
け
る
。
喜
ぶ
様

子
を
具
体
的
に
表
現
し
た
言
葉
。「
起
而
怒
」
と

「
伏
而
喜
」
は
対
句
。

ら
り
と
印
象
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
『
思

考
の
線
条
性
の
罠
（
わ
な
）』
の
こ
と
を
、
古
代

中
国
人
は
「
朝
三
暮
四
（
ち
ょ
う
さ
ん
ぼ
し
）」

と
呼
び
ま
し
た
。」（「
21
世
紀
の
教
養
」
シ
リ
ー

ズ
第
3
巻
・［
共
編
］
上
領
達
之
・
高
谷
紀
夫
・

岩
永
誠
・
中
坂
恵
美
子
『
人
間
理
解
の
コ
モ
ン
セ

ン
ス
』
培
風
館
）
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
言
葉

の
言
い
換
え
に
よ
る
大
衆
操
作
の
こ
と
を
、
漢
文

で
は
『
朝
三
暮
四
』
と
言
い
ま
す
。」（
加
藤
徹

『
漢
文
力
』
中
央
公
論
新
社
）
と
も
あ
る
。
人
間

の
脳
は
、
案
外
刹
那
的
で
、
簡
単
な
こ
と
（「
朝

三
暮
四
」
→
「
朝
四
暮
三
」）
で
騙
さ
れ
て
し
ま

う
の
が
む
し
ろ
通
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
に
用
い
る
場
合
は
、
句
末
に
用
い
「
や
」
と
読
み
、
句
を
強
調
・
提
示

し
た
り
条
件
文
を
作
っ
た
り
す
る
。
こ
こ
で
は
、
強
調
。

足
乎
。　
文
末
に
用
い
る
疑
問
の
助
字
。「
～
か
。」
の
意
。「
か
」
と
読
み
、

用
言
の
連
体
形
ま
た
は
体
言
に
接
続
す
る
。

解
説

Ⅰ
『
列
子
』
の
論
評

　『
列
子
』
の
「
朝
三
暮
四
」
に
は
、
教
科
書
で
取
り
上
げ
た
部
分
の
後
ろ

に
以
下
の
論
評
が
続
い
て
い
る
。

句
法

将
レ
限
二
其
食
一。　「
将
」
は
再
読
文
字
。「
ま
さ
ニ
～
（
ン
ト
）
す
。」
と
読

み
、「
こ
れ
か
ら
～
し
よ
う
と
す
る
。」
の
意
。
現
在
は
ま
だ
そ
の
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
近
く
こ
れ
か
ら
起
こ
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
表
す
場

合
に
用
い
る
。「
且
」
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。「
将
」
は
他
に

も
「
ひ
き
ヰ
ル
（
将
軍
）」
や
「
は
タ
」「
も
つ
テ
」
な
ど
多
く
の
読
み
を

持
つ
の
で
辞
書
で
確
認
さ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

恐
二
衆
狙
之
不
一レ
馴
二
於
己
一
也
　「
也
」
は
文
末
や
文
中
に
用
い
る
助
字
。

文
末
に
用
い
る
場
合
は
断
定
（「
な
り
」）・
疑
問
（「
～
か
」）
の
意
。
文
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［
書
き
下
し
文
］

　
神し
ん

明め
い

を
労
す
れ
ど
も
、
一い

ち

為た

り
て
其そ

の
同
じ
き
を
知
ら
ざ
る
、
之こ

れ

を
朝て

う

三さ
ん

と
謂い

ふ
。
何
を
か
朝
三
と
謂
ふ
。
曰い

は

く
、「
狙そ

公こ
う

、
芧ち

よ

を
賦ふ

し
て
曰
く
、『
朝

あ
し
た

に
は
三
に
し
て
暮く

れ

に
は
四
に
せ
ん
』
と
。
衆し

ゆ

狙う
そ

は
皆
怒い

か

る
。
曰
く
、『
然
ら

ば
則
ち
朝
に
は
四
に
し
て
暮
に
は
三
に
せ
ん
』
と
。
衆
狙
は
皆
悦よ
ろ
こぶ

。
名め

い

実じ
つ

未い
ま

だ
虧か

け
ざ
る
に
、
喜き

怒ど

用よ
う

を
為
す
は
、
亦ま

た

是ぜ

と
す
る
に
因よ

る
な
り
。
是こ

こ

を

以
て
聖
人
は
、
之
を
和く
わ

す
る
に
是
非
を
以
て
し
て
、
天て

ん

鈞き
ん

に
休い

こ

ふ
。
是こ

れ
を

之こ

れ
両ふ

た

つ
な
が
ら
行
は
る
と
謂
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

　
人
間
は
貴
い
心
を
い
じ
め
つ
け
る
だ
け
で
、
物
は
、
本
来
、
お
し
な
べ
て

一
つ
で
あ
る
の
に
、
そ
の
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
よ
し
あ
し
の
区
別

を
立
て
て
い
る
、
こ
れ
を
「
朝
三
〔
の
知
恵
〕」
と
い
う
。「
朝
三
」
と
は
何

か
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
狙
公
が
ど
ん
ぐ
り
の
実
を
猿
た
ち

に
分
配
し
よ
う
と
し
て
言
っ
た
、「
朝
は
三
つ
ず
つ
に
し
て
夕
方
は
四
つ
ず

つ
に
す
る
ぞ
」
と
。
猿
た
ち
は
み
ん
な
怒
っ
た
。
そ
こ
で
「
そ
れ
な
ら
、
朝

は
四
つ
ず
つ
に
し
て
、
夕
方
に
は
三
つ
ず
つ
に
し
よ
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

猿
た
ち
は
み
ん
な
喜
ん
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
朝
と
夕
方
と
の
わ
ず
か
な

相
違
は
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
で
七
つ
ず
つ
と
い
う
数
も
、
一
日
に
そ
れ
が
も

ら
え
る
と
い
う
実
質
も
変
わ
り
が
な
い
の
に
、
喜
び
と
怒
り
と
違
っ
た
対
応

を
し
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
目
前
の
朝
の
利
益
が
い
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
人

間
も
猿
を
笑
え
な
い
。
さ
れ
ば
、
聖
人
は
物
の
是
非
を
一
つ
に
し
て
、
そ
れ

を
絶
対
の
道
が
運
（
め
ぐ
）
ら
す
ま
ま
に
任
せ
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

是
も
非
も
な
ん
の
こ
だ
わ
り
も
な
く
自
然
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
赤
塚
忠
『
全
釈
漢
文
大
系
16
「
荘
子
上
」
集
英
社
』
に
よ
る
が
、
一
部
改

作
し
た
。）

［
本
文
］

　
物
之
以
二
能
鄙
一
相
籠
、
皆
猶
レ
此
也
。
聖
人
以
レ
知
籠
二
群
愚
一、
亦
猶
三
狙

公
之
以
レ
知
籠
二
衆
狙
一
也
。
名
実
不
レ
虧
、
使
二
其
喜
怒
一
哉
。

［
書
き
下
し
文
］

　
物も
の

の
能の

う

鄙ひ

を
以も

つ

て
相あ

ひ

籠こ

む
る
、
皆み

な

猶な

ほ
此か

く
の
ご
と
き
な
り
。
聖せ

い

人じ
ん

の
知ち

を
以も

つ

て
群ぐ

ん

愚ぐ

を
籠こ

む
る
、
亦ま

た

猶な

ほ
狙そ

公こ
う

の
知ち

を
以も

つ

て
衆

し
ゆ
う

狙そ

を
籠こ

む
る
が
ご
と

き
な
り
。
名め
い

実じ
つ

虧か

け
ず
し
て
、
其そ

れ
を
し
て
喜き

怒ど

せ
し
む
る
か
な
。

［
現
代
語
訳
］

　（
そ
も
そ
も
）
物
事
に
対
す
る
（
知
恵
を
持
つ
）
賢
者
と
（
持
た
な
い
）

愚
者
と
い
う
差
に
よ
っ
て
（
賢
者
が
愚
者
を
）
言
い
く
る
め
る
の
は
、
全
て

こ
の
話
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
聖
人
が
知
恵
を
働
か
せ
て
多
く
の
愚
か
者

を
言
い
く
る
め
る
の
も
、
ち
ょ
う
ど
「
狙
公
」
が
知
恵
を
働
か
せ
て
猿
た
ち

を
言
い
く
る
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
名
目
と
実
質
は
同
じ
こ
と
で
あ
る

の
に
、
相
手
を
喜
ば
せ
た
り
怒
ら
せ
た
り
し
て
い
る
の
だ
な
あ
。

Ⅱ
『
荘
子
』
の
「
朝
三
暮
四
」

　「
朝
三
暮
四
」
の
出
典
と
さ
れ
る
文
献
に
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
と
、
教

科
書
本
文
『
列
子
』
黄
帝
篇
と
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
二
つ
を
比

較
し
て
み
る
と
そ
の
意
味
付
け
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
こ
こ
で
は
『
荘
子
』
の
本
文
の
み
を
記
す
。）

［
本
文
］

　
労
二
神
明
一、
為
レ
一
而
不
レ
知
二
其
同
一
也
、
謂
二
之
朝
三
一。
何
謂
二
朝
三
一。

曰
、「
狙
公
賦
レ
芧
曰
、『
朝
三
而
暮
四
。』
衆
狙
皆
怒
。
曰
、『
然
則
朝
四
而

暮
三
。』
衆
狙
皆
悦
。」
名
実
未
レ
虧
而
喜
怒
為
レ
用
、
亦
因
レ
是
也
。
是
以
聖

人
和
レ
之
以
二
是
非
一、
而
休
二
乎
天
鈞
一。
是
之
謂
二
両
行
一。
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Ⅲ
『
列
子
』
の
「
朝
三
暮
四
」
と
『
荘
子
』
の
「
朝
三
暮
四
」

　『
列
子
』
は
、「
朝
三
暮
四
」
と
い
う
寓
話
を
用
い
、
そ
の
思
想
的
立
場
か

ら
「
儒
者
が
知
恵
を
用
い
て
言
葉
巧
み
に
民
衆
を
た
ぶ
ら
か
し
統
治
し
て
い

る
」
と
説
き
、「
儒
家
」
を
批
判
す
る
。『
荘
子
』
は
、
猿
た
ち
に
重
き
を
置

き
、「
万
物
斉
同
」（
物
事
に
は
区
別
や
差
別
な
ど
は
な
く
、
す
べ
て
は
等
し

い
価
値
を
持
つ
と
い
う
こ
と
）
の
視
点
か
ら
「『
名
実
』
は
違
わ
な
い
の
に
、

名
だ
け
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
。
す
べ
て
道
理
は
一
つ
で

あ
る
と
い
う
偏
見
の
な
い
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
説
く
。
つ

ま
り
、「
わ
ず
か
な
言
葉
の
違
い
に
よ
っ
て
感
情
を
発
露
さ
せ
て
し
ま
う
人

間
の
愚
か
さ
を
、『
朝
三
暮
四
』
と
『
朝
四
暮
三
』
と
に
踊
ら
さ
れ
る
猿
に

た
と
え
た
。
こ
う
し
た
表
面
的
な
違
い
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、『
是

非
』
の
価
値
判
断
を
超
越
し
た
境
地
に
身
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
主
張
」（
湯
浅
邦
弘
『
故
事
成
語
の
誕
生
と
変
容
』
角
川
学
芸
出
版
）
な

の
だ
。

　
こ
の
二
つ
の
文
章
を
比
べ
て
み
る
と
、『
列
子
』
の
方
は
「
狙
公
」
に
視

点
を
当
て
、
そ
の
話
の
展
開
が
容
易
で
あ
る
ば
か
り
か
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
豊

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
深
み
に
か
け
る
。
そ
れ
に
対
し
『
荘
子
』
は
猿
た
ち

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
万
物
斉
同
」
と
い
う
思
想
を
人
々
に
効
果
的
に
印

象
付
け
る
。
そ
の
た
め
、
深
み
は
あ
る
が
寓
話
の
面
白
み
に
欠
け
る
。
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